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   Although Cephem antibiotics are transferred to the prostatic fluid in relatively low levels, they 
are clinically effective for bacterial prostatitis. In the present study, the prostatic tissue concentra-
tion of Latamoxef (LMOX), Cefoperazone (CPZ) and Cefotaxime (CTX) were determined, and 
their penetration rates into the prostatic tissue were analyzed. 
   Before the transurethral resection of the prostate(TUR-P), 2 g of LMOX (21 patients), I g of 
CPZ (15 patients) and 2 g of CTX (14 patients) were intravenously administered in a total of 50 pa-
tients with benign prostatic hypertrophy at our two Hospitals. The prostatic tissue was taken by 
TUR-P at 30 minutes and 60 minutes after the injection. The serum concentration and the prosta-
tic tissue concentration of the three antibiotics were determined by the bioassay method. Additionally 
their serum concentration and the prostatic tissue concentration in the six cases of CTX-injected pa-
tients were also determined by high performance liquid chromatography (HPLC). The penetration 
rate into the prostatic tissue was obtained by the formula; the penetration rate = the prostatic tis-
sue concentration / the serum concentration. 
   The prostatic tissue concentrations determined by the bioassay method were, 36.9+10.6 ,ug/g at 
30 minutes after the injection of 2 g of LMOX and 28.0+9.0 fig/g at 60 minutes, 31.0±8.3 pg/g 
at 30 minutes after the injection of 1 g of CPZ and 21.1+10.0 /sg/g at 60 minutes, and 8.8±4.1 sg/g 
at 30 minutes after the injection of 2 g of CTX and 4.5±2.0 pg/g at 60 minutes (mean+S.D.). 
   The penetration rates determined by the bioassay method were 36.2+10.9% at 30 minutes after 
the injection of LMOX and 34.8+15.3% at 60 minutes, 43.6+14.4% at 30 minutes after the injec-
tion of CPZ and 39.7+24.1% at 60 minutes, and 11.1±4.1% at 30 minutes after the injection 
of CTX and 9.6±3.8% at 60 minutes (mean±S.D.). The penetration rate of CPZ and LMOX
1832 泌尿紀要32巻12号1986年
were significantly higher than that of CTX  (P<0.05, P<0.01). 
   In 6 of the 14 CTX-injected patients, the serum and prostatic tissue concentrations of CTX and 
its metabolite, desacetyl-CTX, were also determined by FIPLC. The penetration rate of CTX into 
the prostatic tissue was obtained by the formula; the penetration rate of CTX = the prostatic tis-
sue concentration (CTX -f- Desacetyl-CTX) / the serum concentration (CTX -{- Desacetyl-CTX). 
The calculation revealed that the penetration rate of CTX into the prostatic tissue was not extremely 
low in comparison with that of CPZ and LMOX.
Key words: Latamoxef, Cefoperazone, Cefotaxime, Prostatic tissue level















対 象 は,1982年4月 よ り,1985年]0月ま でに,社 会
保 険 中京 病 院 泌尿 器 科 お よび 小牧 市 民 病 院 泌 尿 器 科 に
て,臨 床 的 に前 立 腺 肥 大 症 の 診 断 の も とに,経 尿 道 的
前 立腺 切 除 術(以 下TUR・Pと 略 す)を 行 な い,
LMOX,CPZ,CTXを 投 与 し た50例 で あ る.
LMOX投 与 患 者(以 下LMOX群 と 略す)は,21
例,年 齢 は,56歳 ～81歳 平 均 ±SD,68.7±8.8歳,
前 立 腺 切 除 重 量 は,8～61gm,平 均 ±SD,21.4±13.8
gmで あ った 。cefbpcrazone投与 患 者(以 下CPZ
群 と略 す)は,15例,年 齢 は,48～89歳,平 均 ±SD,
68・2±8・8歳,前立 腺 切 除 重 量 は,9～60gm,平 均 ±
SD,18.9±13.5gmであ った.cefotaxime投与患 老
(以下CTX群 と 略す)は,14例,年 齢 は,54～76
歳,平 均 ±SD,64.1±6.4歳,前立腺 切 除 重 董 は,a
～40gm,平 均 ±SD,15.4±9,7gmであ った.な お,
各 群 間 の患 者 年 齢,前 立 腺 切 除 璽 量 に差 は 諏 め られ な
か った,
CPZは1gm,CTXは2gmを 生理食塩液20mlに
溶解 し,ゆ っくり静注 した.な お,CPZは 血中濃度
が高く,1gm投与でLMOX2gm投 与の約70%程
度の血中濃度が得 られ,CTX2gm投 与 とほぼ等し
い血中濃度が得 られることが予想 された ため,CPZ
のみ1gm投 与とした,採」血は,注射前,15分後,30
分後,60分後に行ない,血 清分離 し,血清を凍結保存






















































下,HPLC法 と略す)に よって,血 中および前立腺
組織内のCTXと 脱アセチルCTX濃 度を測定した.












(1)血 中 濃 度
症 例 の 血 中 濃 度 と そ の 平 均 値 は,Table1,2,3に
示 し た.ま た,血 中 濃 度 の 平 均 値 の 推 移 は,Fig.2に




mlで あ っ た.CPz群 で は,15分 後,143.8ug/ml～
78deg/ml,平均 ±sD,106.4±25.2μ9/ml,30分後,
121.9ug/ml～45.9μ9/ml,平均 ±SD,74,9±19.5,ug/
m1,60分 後,110.4μglml～38.5μg!m1,平 均 ±SD,














































































































































平 均 ±SD,52.3±1α0μ9/m1であ った.3剤 と も15
分 後,30分 後,60分 後 の順 に,有 意 に(P〈0。OI)低
下 を認 め,ま た 各薬 剤 間 の 血 中濃 度 を 比 較 して み る
と,LMOX群 は,CTX群 に 比 ぺ,各 時 間 と も高 く
(p〈0.05),CTX群は,投 与 量 がigmと 半 分 で あ
ったCPZ群 とほ ぼ 同 じで あ った.な お,CTXの 一
部 の症 例 に関 して,HPLC法 で 測 定 した血 中CTX
と脱 ア セ チ ルCTX濃 度 を 生 物 学 的 検 定法 の 結 果 と
比 較 してTable4に 示す.30分 後 では,生 物学 的検
定 法 で は,平 均 ±sD,S4.o±14.1μ9/m1,HPLC法
で は,cTx,平 均 ±sD,84.5±12.9μ9/ml,脱ア セ チ
ルCTX,平 均 ±SD,io.s±3.1μ9/mlあつた.60分
後 で は,生 物 学 的 検 定法 で は,平 均 ±SD,55.5±15・0
μ9/ml,HPLC法 で は,CTX,平 均 ±SD,50.0±
Ii.8ug/ml,脱ア セ チ ルCTX,平 均 ±SD.9.4±2.8
deg/mlであ った.
(2)前立 腺 組織 内 濃度
各 症例 の前 立 腺 組 織 内濃 度 とそ の 平 均 値 は,Table
1 2,3に示 した.ま た,30分 後 と60分後 の 前 立腺 組
織 内 漫 度 の 平 均 値 の 推 移 は,Fig.3に 示 した.








μ9/9で あ った 。 各 薬 剤 の前 立腺 組 織 内濃 度 の比 較 で
は,LMOX群 とCPZ群 に は 有 意 差 は 認 め られ な か








































































ったが,CTX群 は,30分 後,60分 後 と もにLMOX
群 お よびCPZ群 に 比 べ 有 意 に低 か った.(p<0.01,
P<0.05)なお,CTXの 一 部 の症 例 に関 して,HPLC
法で 測 定 した 前 立 腺 組 織 内CTXと 脱 ア セ チ ルCTX
濃度 を 生物 学 的 検 定 法 の結 果 と 比 較 してTable5に
示す.HPLC法 で は,CTXは 痕 跡程 度 に しか 検 出
され ず,ほ と ん どが 脱 ア セ チ ルCTXと して 検 出 さ
れ た,30分後 で は,生 物 学 的 検 定 法 では,平 均 ±SD,
8。88±3.02kg/g,HPLC法で は,脱 ア セ チ ルcTx,
平 均 ±SD,21.97±5.67μ9/9であ った.60分 後 で は,
生物 学 的検 定 法 で は,平 均 ±SD,4.43±2.15deg/g,
HPLC法 で は,脱 ア セ チ ルCTX,平 均 ±SD,10.1
±3.43μ9/9であ った,
(3)移行 率
各 症例 の移 行 率は,.Table1,2,3に示 した.ま た,
各薬剤 の30分後 お よび60分後 の 移 行 率 の 平 均 値 の推 移
は,Fig.4に示 した.LMOX群 で は,30分後 の移 行
率 は,平 均 ±SD,36.2±10.9%,60分後 の 移 行率 は,
平 均 ±SD,34.8±15.3%であ った.CPZ群 で は,30
分 後 の 移行 率 は,平 均 ±SD,43.6±14.4%,60分後
の 移 行 率 は,平 均 ±SD,39.7±24.ユaであ った,
CTX群 で は,30分 後 の 移 行 率は,平 均 ±SD,11.1
±4.1%,60分後 の移 行 率 は,平 均 ±SD,9.6±3。8
0であ った.3剤 と も30分後 と60分後 の 間 に有 意 差 は
認 め られ な か っ た.ま た,各 薬 剤 の移 行 率 は,良 好 な
順 にCPZ群>LMOX群>CTX群 で あ り,CPZ
群 とLMOX群 の 間 に は有 意 差 は 認 め ら れ な か った
が,CTX群 の 移 行 率 は,CPZ群 お よびLMOX群
に 比 べ 有 意 に 低 か った.(P〈0.05,Pく0.of)なお,
CTXの 一 部 の症 例 に 関 しては,HPLC法 で も測定
した が,HPLC法 の 場 合 は,CTXの 移 行 率 は,
CTXと 脱 ア セチ ルCTXの 和 の移 行 率 と考 え て計
算 した が,そ の結 果 を生 物 学 的 検 定 法 に よる結 果 と比
較 してTable6に 示す.30分 後 で は,生 物 学 的 検 定
法 で は,平 均 ±SD,10.8±3.3%,HPLC法で は,
平均 ±SD,23.3±5.2%であ った.60分後 では,生 物
学的 検 定 法 で は,平 均 ±SD,7.3±2.5%,HPLC法
で は,平 均 ±SD,15.3±3.1%であ った.
(4)血中 濃 度 と前 立 腺 組 織 内 濃 度 の関 係
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0.288～0.448であ り,今 回 の 検 討 結 果30分後 の移 行 率
0.362,60分後 の移 行 率0.348は,他の報 告 と比 ぺ て30
分 後 は 多 少低 い もの の,60分後 は 平 均 的 な値 と考}ら
れ た.CPZに 関 して は,7編e‐ia)の報告 が 見 られ る.
投 与 量 は1～3gm,測 定 法 は 生 物 学 的 検 定法 で あ る
が,測 定 に 使 用 した標 準 株 は,、M.luteusATC(-19341
4編,B.subtilisATCC6633ユ編,E.cnliNIHJI
編 と異 な って お り,ま た検 体 採 取 時 間 が まち まち で
あ り,報 告 に よ って 条 件 が異 な るた め そ の結 果 もば ら





















の で,lgm投 与 の 報告 のみ に 限 って 比較 して み る.
cnzlgm投 与 にて 検 討 した 報 告 は3編 で あ り,測
定 法 はい ず れ も生 物 学 的 検 定 法 で あ り,標 準 株 は
M.luteusATCC9341を使 用 して お り,今 回 の 検討 と
は異 な って い た.そ れ ら の報 告 に よ れ ば,60分 後 の
移 行 率 は,0.346(宮田 ら)8),右葉0.59,左葉 α52
(内山 ら)11),0.56(酒井 ら)io),採取 時 間 が60分後 に
近 い3例 の平 均値)と 報 告 され て い る.こ れ らの 報告
と今 回 の検 討 結 果60分後 の移 行 率0.397を比 較 して み
る と,宮 田 らの 報 告 よ りは高 値 で あ り,内 山 ら,酒 井
らの 報告 よ りは 低 値 で あ り,そ れ らの 中 間 の値 で あ っ
た.CTXに 関 して は,2編13,15)の報 告 が見 られ る の
み で あ る.藤 田 ら15)によれ ば(CTXlgm注,測
定 法;ハ4.lu:eusATCC9341を標 準 株 とす る 生 物 学
的 検 定 法,組 織 採 取 時 間;38～135分後)そ の 移 行 率
は,0.30±0.14であ った と報 告 され て い る.ま た 池
田 ら13)によれ ば(CTX2gm点 滴 静 注,測 定 法;B.
subtilisATCC6833を標 準 株 とす る生物 学 的 検 定 法,
採 取 時 聞;135分～320分)そ の移 行 率 は,0.421であ
っ た と報 告 され て い る,今 回 の検 討 結 果30分 後 の 移
行 率0.111,60分後 の移 行 率0.096をこれ ら の結 果 と
比較すると,その移行率は著 しく低値であった。しか













痕跡程度に しか検 出 され ず,大 部分が脱アセチル
CTXと して検出 され,そ の脱アセチルCTXの 前
立腺組織内濃度は,生 物学的検定法 によるCTXの
測定値 のお よそ2倍 で あった.一 方,脱 アセチル











ステラーゼの作用 によって,脱 アセチルCTXに 変
化するのかは,不 明であるが,CTXお よび脱アセチ

































立腺液中濃度 を測定 してお り,igm静 注後1時間














効であることが,示 唆され る.今後は,ど のような条
件によって薬剤が前立腺組織内へ移行するかを検討し
て行くことが課題となろう.




































群,CPZ群 およびCTX群 の3群 とも,組織型にょ














50名の 前 立腺 肥大 症 患 者 を 対 象 と して,LMOX2
gm(21例),CPZlgm(15例),GTX2gm(14例)
を静 注 し,30分後 と60分後 に前 立 腺 組 織 を,TUR-P
にて 採 取 し,LMOX,CPZ,CTXの 前 立腺 組 織 内
濃 度 を 測 定 し,比 較 検 討 した,
(1)各薬 剤 の 前立 腺 組 織 内濃 度 は,30分後,60分 後




(2)各薬 剤 の前 立 腺 組織 内移 行 率 は,30分 後,60分
後 の順 に,生 物 学 的 検 定法 で は,LMOX,3J:L±10.9
%,34.8±15.3%,CPZ,43.6±14.4%,39.7±?4.1
0,CTX,11.1±4.1%,9.6±3.8%であ った.前 立
腺組 織 内移 行 率 を 各 薬 剤間 で比 較 して み る と,CPZ>
LMOX>CTXの 順 で あ り,c:PZ,LMOXは,
CTXに 比 較 して 有意 に移 行 率 が 良 好 で あ った 。(p<
0.05,p<0,01)
(3)CTXの 一 部 の症 例(6例)に 関 して は,生 物
学 的 検 定法 と 同時 にHPLC法 で 前 立 腺 組 織 内 の
CTXと 脱 ア セ チ ルCTX濃 度 を 測定 した.HPLC
法 に よ る前 立 腺 組 織 内濃 度 の 測定 で は,CTXは 痕 跡
程 度 に しか認 め られ ず,ほ とん どが 脱 アセ チ ルCTX
と して 検 出 され,そ の 脱 ア セ チ ルCTX濃 度 は,生
物 学 的 検 定 法 に よるCTX濃 度 の お よ そ2倍 で あ っ
た.
(4)CTXのHPLC法 に よ る 測 定 結 果 よ り,
CTXの 移 行 率をCTXと 脱 アセ チ ルCTX濃 度 の
和 と して 計 算 す る と,その移 行 率 は,30分後,平 均23.3
%,60分 後,平 均15.3%とな り,CPZ,LMOXと 比
較 してCTXの 前 立 腺 組 織 内 へ の 移 行 は極 端 に 低値
で は な い こ とが 明 らか とな った.
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